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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像が表示される液晶表示パネルと、
　交互に直交する第１及び第２方向の第１及び第２導波チャンネルが形成される導光板部
と、前記導光板部の第１導波チャンネルに光を供給する複数の第１光源及び前記第２導波
チャンネルに光を供給する複数の第２光源を含み前記液晶表示パネルに照射される面光源
をマトリックス形態のブロックに分割するバックライトユニットと、
　入力映像を前記ブロックサイズ単位に分析して前記第１光源の輝度を個別制御するため
の第１ディミング値を先に決め、前記第１ディミング値に基づいて前記第２光源の輝度を
個別制御するための第２ディミング値を後に決めた後、前記決定された第１及び第２ディ
ミング値による隣接ブロック間の輝度差を減らすために前記第１及び第２ディミング値を
調整するディミング制御部を備え、
　前記第１光源は前記調整された第１ディミング値に応答して前記第１導波チャンネルに
光を供給し、
　前記第２光源は前記調整された第２ディミング値に応答して前記第２導波チャンネルに
光を供給し、
　前記第１ディミング値は前記入力映像の分析結果を基礎としたブロック別最終目標輝度
値の中の第１方向の導波チャンネル単位に導出された第１最大輝度値に基づいて前記第１
方向の導波チャンネル単位でそれぞれ決められ、
　前記第２ディミング値は前記ブロック別最終目標輝度値で前記第１最大輝度値を減算し
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て得られたブロック別中間目標輝度値の中の第２方向の導波チャンネル単位に導出された
第２最大輝度値に基づいて前記第２方向の導波チャンネル単位でそれぞれ決定されること
を特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記ディミング制御部は前記第１及び第２ディミング値を調整するための周辺輝度値を
出力するルックアップテーブル（Ｌｏｏｋ－ｕｐ　Ｔａｂｌｅ）を備え、
　前記周辺輝度値は前記第１及び第２ディミング値からなる基準値によって決められる輝
度値との差が所定のしきい輝度値以下になるように設定されることを特徴とする、請求項
１記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記ディミング制御部は前記第１及び第２ディミング値の調整程度によって発生する剰
余輝度に関する情報をあらかじめ記憶して、
　この記憶された情報に基づいて剰余輝度上昇分だけ表示画像の全体的な輝度を低下させ
ることを特徴とする、請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記導光板部は、
　前記第１方向に沿って配置されて前記第２方向の導波チャンネルを定義する複数の第１
導光板を有する第１導光板アレイと、
　前記第１導光板アレイの下に位置して、前記第２方向に沿って配置されて前記第１方向
の導波チャンネルを定義する複数の第２導光板を有する第２導光板アレイを備えることを
特徴とする、請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記導光板部は、
　第１方向陰刻パターンラインが形成されて前記第１方向の導波チャンネルを定義する第
１導光板と、
　前記第１導光板の下に配置されて前記第１方向陰刻パターンラインと交差される第２方
向陰刻パターンラインが形成されて前記第２方向の導波チャンネルを定義する第２導光板
を備えることを特徴とする、請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記導光板部は、
　前記第１方向の導波チャンネルを区画するための第１方向の陰刻パターンラインと、前
記第２方向の導波チャンネルを区画するための第２方向の陰刻パターンラインが交差され
るように形成される単一導光板を備えることを特徴とする、請求項１記載の液晶表示装置
。
【請求項７】
　画像が表示される液晶表示パネルを有する液晶表示装置の駆動方法において、交互に直
交する第１及び第２方向の導波チャンネルが形成される導光板部と、前記導光板部の側面
に光を供給する複数の第１及び第２光源を利用して前記液晶表示パネルに照射される面光
源をマトリックス形態のブロックに分割するａ段階と、
　入力映像を前記ブロックサイズ単位に分析して前記第１光源の輝度を個別制御するため
の第１ディミング値を先に決め、前記第１ディミング値に基づいて前記第２光源の輝度を
個別制御するための第２ディミング値を後に決めた後、前記決定された第１及び第２ディ
ミング値による隣接ブロック間の輝度差を減らすために前記第１及び第２ディミング値を
調整するｂ段階を含み、
　前記第１光源は前記調整された第１ディミング値に応答して前記第１及び第２方向の中
の何れか一方向の導波チャンネルに光を供給し、
　前記第２光源は前記調整された第２ディミング値に応答して前記第１及び第２方向の中
の残り一方向の導波チャンネルに光を供給し、
　前記第１ディミング値は前記入力映像の分析結果を基礎としたブロック別最終目標輝度
値の中の第１方向の導波チャンネル単位に導出された第１最大輝度値に基づいて前記第１
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方向の導波チャンネル単位でそれぞれ決定され、
　前記第２ディミング値は前記ブロック別最終目標輝度値で前記第１最大輝度値を減算し
て得られたブロック別中間目標輝度値の中の第２方向の導波チャンネル単位に導出された
第２最大輝度値に基づいて前記第２方向の導波チャンネル単位でそれぞれ決定されること
を特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項８】
　前記ｂ段階は、前記決定された第１及び第２ディミング値を基準値にして、あらかじめ
設定されたルックアップテーブルを利用して前記第１及び第２ディミング値を調整するた
めの周辺輝度値を出力して、
　前記周辺輝度値は前記基準値によって決められる輝度値との差が所定のしきい輝度値以
下になるように設定されることを特徴とする、請求項７記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項９】
　前記ｂ段階は前記第１及び第２ディミング値の調整程度によって発生する剰余輝度に関
する情報をあらかじめ記憶して、この記憶された情報に基づいて剰余輝度上昇分だけ表示
画像の全体的な輝度を低下させる段階をさらに含むことを特徴とする、請求項７記載の液
晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はローカル・ディミングが可能な液晶表示装置とその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は軽量、薄型、低消費電力駆動などの特徴によってその応用範囲が徐徐に
広くなっている成り行きにある。この液晶表示装置はノート・パソコンのようなポータブ
ルコンピュータ、事務自動化器機、オーディオ/ビデオ器機、屋内外広告表示装置などに
利用されている。液晶表示装置の大部分を占めている透過型液晶表示装置は液晶層に印加
される電界を制御してバックライトユニットから入射される光を変調することで画像を表
示する。バックライトユニットは直下型とエッジ型に大別される。
【０００３】
　液晶表示装置の画質はコントラスト特性によって左右される。液晶層に印加されるデー
タ電圧を制御して液晶層の光透過率を変調する方法だけではこのコントラスト特性を改善
するのに限界がある。コントラスト特性を改善するために、映像に応じてバックライトユ
ニットの輝度を調整するバックライトディミング制御方法が多様に試みされている。バッ
クライトディミング制御方法はバックライトユニットの輝度を入力映像に応じて適応的に
調整することで消費電力を減らすこともできる。バックライトディミング方法には表示面
全体の輝度を調整するグローバル・ディミング方法と、局所的に表示面の輝度を調整する
ローカル・ディミング方法（がある。グローバル・ディミング方法は以前フレームとその
次のフレーム間に測定される動的コントラストを改善することができる。ローカル・ディ
ミング方法は１フレーム期間内で表示面の輝度を局所的に制御することでグローバル・デ
ィミング方法では改善しにくい静的コントラストを改善することができる。
【０００４】
　直下型バックライトユニットは液晶表示パネルの下に複数の光学シートと拡散板が積層
されて拡散板の下に複数の光源が配置される構造を有する。直下型バックライトユニット
は拡散板の下に複数の光源が配置されてその光源を個別制御してローカル・ディミングを
具現することができるがその厚さを減らしにくくて液晶表示装置のスリム化設計を困るよ
うにする要因で作用している。直下型バックライトユニットの厚さを減らしにくい理由は
拡散板と光源の間に確保されなければならない距離のためである。直下型バックライトユ
ニットの拡散板は光源から入射される光を拡散させて表示面の輝度を均一にさせるための
目的に利用される。直下型バックライトユニットの拡散板が光を充分に拡散させるために
は光源と拡散板との間隔が充分に確保されなければならない。液晶表示装置の薄型化成り
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行きによって、拡散板と光源の間の間隔が細くなっているが光源からの光が充分に拡散し
ないから表示画像で光源が見える輝線現象などによって表示画像の輝度均一度が下がるこ
とができる。
【０００５】
　エッジ型バックライトユニットは導光板の側面に対向されるように光源が配置されて液
晶表示パネルと導光板の間に複数の光学シートが配置される構造を有する。エッジ型バッ
クライトユニットは直下型バックライトユニットより薄い厚さに具現されることができる
。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかし、エッジ型バックライトユニットは光源から導光板の一側に照射された光を導光
板を通じて線光源または点光源を面光源に変換することでローカル・ディミング具現が難
しい。かりに、ローカル・ディミング方法が適用されても導光板内で光が直進する性質を
利用するエッジ型バックライトユニットでは所望しない他の部分まで明暗が生じて実際画
面表示の時表示パネルに具現された画像との歪曲が発生するようになる。さらに、エッジ
型バックライトユニットでは導光板内で光源との距離によって面輝度均一度が異なってロ
ーカル・ディミング具現の時全体的な輝度減少問題も発生するようになるという問題があ
った。
【０００７】
　そこで、本発明は、前記問題に鑑みてなされたものであり、本発明の目的とするところ
は、ローカル・ディミングを具現して液晶表示装置のコントラスト特性を向上させながら
も液晶表示装置をスリム化することができるようにすることと共に、ローカル・ディミン
グ具現の時発生される表示画像歪曲と輝度減少を償うようにした液晶表示装置とその駆動
方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記課題を解決するために、本発明の実施形態に係る液晶表示装置は画像が表示される
液晶表示パネルと、
　交互に直交する第１及び第２方向の第１及び第２導波チャンネルが形成される導光板部
と、前記導光板部の第１導波チャンネルに光を供給する複数の第１光源及び前記第２導波
チャンネルに光を供給する複数の第２光源を含み前記液晶表示パネルに照射される面光源
をマトリックス形態のブロックに分割するバックライトユニットと、
　入力映像を前記ブロック大きさ単位に分析して前記第１光源の輝度を個別制御するため
の第１ディミング値を先決めして、前記第１ディミング値を基礎で前記第２光源の輝度を
個別制御するための第２ディミング値を後決めした後、前記決定された第１及び第２ディ
ミング値による隣りブロックの間輝度差を減らすために前記第１及び第２ディミング値を
調整するディミング制御部を備える。
【０００９】
　前記第１光源は前記調整された第１ディミング値に応答して前記第１及び第２方向の中
の何れか一方向の導波チャンネルに光を供給して、前記第２光源は前記調整された第２デ
ィミング値に応答して前記第１及び第２方向の中の残り一方向の導波チャンネルに光を供
給する。
【００１０】
　前記第１ディミング値は前記入力映像の分析結果に基づいたブロック別最終目標輝度値
の中の第１方向の導波チャンネル単位に導出された第１最大輝度値に基づいて前記第１方
向の導波チャンネル単位でそれぞれ決定されて、前記第２ディミング値は前記ブロック別
最終目標輝度値で前記第１最大輝度値を減算して得られたブロック別中間目標輝度値の中
の第２方向の導波チャンネル単位に導出された第２最大輝度値に基づいて前記第２方向の
導波チャンネル単位でそれぞれ決められる。
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【００１１】
　前記ディミング制御部は前記決定された第１及び第２ディミング値を基準値にして前記
第１及び第２ディミング値を調整するための周辺輝度値を出力するルックアップテーブル
を対比して、前記周辺輝度値は前記基準値によって決められる輝度値との差が所定のしき
い輝度値以下になるように設定される。
【００１２】
　前記ディミング制御部は前記第１及び第２ディミング値の調整程度によってその位の剰
余輝度が発生されるのかに対する情報をあらかじめ貯蔵して、この貯蔵された情報を基礎
で剰余輝度上昇分だけ表示画像の全体的な輝度を低める機能をさらに備える。
【００１３】
　前記導光板部は、前記第１方向に沿って並びに配置されて前記第２方向の導波チャンネ
ルを定義する複数の第１導光板を有する第１導光板アレイと、前記第１導光板アレイの下
に位置して、前記第２方向に沿って並びに配置されて前記第１方向の導波チャンネルを定
義する複数の第２導光板を有する第２導光板アレイを備える。
【００１４】
　前記導光板部は、第１方向陰刻パターンラインが形成されて前記第１方向の導波チャン
ネルを定義する第１導光板と、前記第１導光板の下に配置されて前記第１方向陰刻パター
ンラインと交差される第２方向陰刻パターンラインが形成されて前記第２方向の導波チャ
ンネルを定義する第２導光板を備える。
【００１５】
　前記導光板部は、前記第１方向の導波チャンネルを区画するための第１方向の陰刻パタ
ーンラインと、前記第２方向の導波チャンネルを区画するための第２方向の陰刻パターン
ラインが交差されるように形成される単一導光板を備える。
【００１６】
　また、本発明の実施形態に係る画像が表示される液晶表示パネルを有する液晶表示装置
の駆動方法は、交互に直交する第１及び第２方向の導波チャンネルが形成される導光板部
と、前記導光板部の側面に光を供給する複数の第１及び第２光源を利用して前記液晶表示
パネルに照射される面光源をマトリックス形態のブロックに分割するａ段階と、入力映像
を前記ブロック大きさ単位に分析して前記第１光源の輝度を個別制御するための第１ディ
ミング値を先決めした後、前記第１ディミング値を基礎で前記第２光源の輝度を個別制御
するための第２ディミング値を後決めした後、前記決定された第１及び第２ディミング値
による隣りブロックの間輝度差を減らすために前記第１及び第２ディミング値を調整する
ｂ段階を含む。
【発明の効果】
【００１７】
　以上説明したように本発明に係る液晶表示装置及びその駆動方法はエッジ型バックライ
トユニットを通じるローカル・ディミングを具現して液晶表示装置のコントラスト特性を
向上させながらも液晶表示装置をスリム化することができるようにすると共に、ローカル
・ディミング具現の時発生する表示画像歪曲と輝度減少をディミング値決定及び調整アル
ゴリズムを利用して効果的に償うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の実施形態に係る液晶表示装置を示すブロック図である。
【図２】図１に示された液晶表示パネルのピクセルアレイ一部を等価的に示す回路図であ
る。
【図３】面光源の輝度がブロック単位に分割されることを示す一例示図である。
【図４】ディミング制御部のディミング値決定及び調整過程を示すフローチァートである
。
【図５Ａ】入力映像の分析結果に基ついて決められるブロック別最終目標輝度値を示す図
である。



(6) JP 5173993 B2 2013.4.3

10

20

30

40

50

【図５Ｂ】水平ブロックライン別で第１最大輝度値をそれぞれ導出した後これを基礎で第
１ディミング値を決めることを示す図である。
【図５Ｃ】第１最大輝度値をアドレスにして第１ディミング値を出力するルックアップテ
ーブルを示す図である。
【図５Ｄ】最終目標輝度値で第１最大輝度値を減算して決められるブロック別中間目標輝
度値を示す図である。
【図５Ｅ】垂直ブロックライン別で第２最大輝度値をそれぞれ導出した後これを基礎で第
２ディミング値を決めることを示す図である。
【図５Ｆ】第２最大輝度値をアドレスにして第２ディミング値を出力するルックアップテ
ーブルを示す図である。
【図５Ｇ】ターゲットブロックと周辺ブロック間の輝度差を考慮して第１及び第２ディミ
ング値を調整することを説明するための図である。
【図５Ｈ】基準値(第１及び第２ディミング値)をリードアドレスにして第１及び第２ディ
ミング値を調整するための隣り値を出力するルックアップテーブルを示す図である。
【図５Ｉ】第１及び第２ディミング値の調整程度によって所望するレベル以上の剰余輝度
が発生されることと、この剰余輝度上昇分だけ表示画像の全体的な輝度を低めることを説
明するための図である。
【図５Ｊ】第１及び第２ディミング値の調整程度によって所望するレベル以上の剰余輝度
が発生されることと、この剰余輝度上昇分だけ表示画像の全体的な輝度を低めることを説
明するための図である。
【図５Ｋ】第１及び第２ディミング値の調整程度によって所望するレベル以上の剰余輝度
が発生されることと、この剰余輝度上昇分だけ表示画像の全体的な輝度を低めることを説
明するための図である。
【図６Ａ】表示画像の一例を示す図である。
【図６Ｂ】図６Ａの具現のために決定された第１及び第２ディミング値によるブロック別
輝度分布を示す図である。
【図６Ｃ】表示画像の歪曲のために調整された第１及び第２ディミング値によるブロック
別輝度分布を示す図である。
【図７Ａ】図６Ｂのブロック別輝度分布を空間的に示す図である。
【図７Ｂ】図６Ｃのブロック別輝度分布を空間的に示す図である。
【図８】第１実施形態に係る導光板部の構造及び第１及び第２光源の配置構造を示す図で
ある。
【図９】第１実施形態に係る導光板部の構造及び第１及び第２光源の配置構造を示す図で
ある。
【図１０Ａ】第２実施形態に係る導光板部の一部を示す図である。
【図１０Ｂ】第２実施形態に係る導光板部の一部を示す図である。
【図１０Ｃ】第２実施形態に係る導光板部の一部を示す図である。
【図１０Ｄ】第２実施形態に係る導光板部の一部を示す図である。
【図１１Ａ】第２実施形態に係る導光板部の一部を示す図である。
【図１１Ｂ】第２実施形態に係る導光板部の一部を示す図である。
【図１１Ｃ】第２実施形態に係る導光板部の一部を示す図である。
【図１２】第２実施形態に係る導光板部の一部を示す図である。
【図１３Ａ】第３実施形態に係る導光板部の一部を示す図である。
【図１３Ｂ】第３実施形態に係る導光板部の一部を示す図である。
【図１４Ａ】エッジ型バックライトユニットの一部を示す図である。
【図１４Ｂ】エッジ型バックライトユニットの一部を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
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、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００２０】
　図１乃至図３を参照すれば、本発明の実施形態に係る液晶表示装置は液晶表示パネル１
０、液晶表示パネル１０のデータライン１４を駆動するためのデータ駆動部１２、液晶表
示パネル１０のゲートライン１５を駆動するためのゲート駆動部１３、データ駆動部１２
とゲート駆動部１３を制御するタイミング制御部１１、液晶表示パネル１０に光を照射す
るバックライトユニット、バックライトユニットの光源２３、２４を駆動するための光源
駆動部２１、２２、及び入力映像を分析してその分析結果によって光源駆動部２１、２２
制御するディミング制御部１６を備える。
【００２１】
　液晶表示パネル１０は二枚のガラス基板の間に液晶層が形成される。この液晶表示パネ
ル１０の下部ガラス基板には図２のように複数のデータライン１４ａ乃至１４ｄと複数の
ゲートライン１５ａ乃至１５ｄが交差される。データライン１４ａ乃至１４ｄとゲートラ
イン１５ａ乃至１５ｄの交差構造によって液晶表示パネル１０には液晶セルＣｌｃがマト
リックス形態に配置される。また、液晶表示パネル１０の下部ガラス基板には薄膜トラン
ジスターＴＦＴ、薄膜トランジスターＴＦＴに接続された液晶セルＣｌｃの画素電極１、
及びストレージ キャパシターＣｓｔなどが形成される。
【００２２】
　液晶表示パネル１０の上部ガラス基板上には図２のようにブラックマットリックス、カ
ラーフィルター及び共通電極２が形成される。共通電極２はＴＮ（ツイストネマチック）
モードとＶＡ（垂直配列）モードのような垂直電界駆動方式で上部ガラス基板上に形成さ
れて、ＩＰＳ（水平配列）モードとＦＦＳ（縞状電界スイッチングモード）モードのよう
な水平電界駆動方式で画素電極１と共に下部ガラス基板上に形成される。液晶表示パネル
１０の上部ガラス基板と下部ガラス基板それぞれには偏光板が附着して液晶と接する内面
に液晶のフリーチルト角を設定するための配向膜が形成される。
【００２３】
　データ駆動部１２はクロック信号をサンプリングするためのシフトレジスタ、デジタル
ビデオデータＲＧＢを一時貯蔵するためのレジスター、シフトレジスタからのクロック信
号に応答してデータを１ライン分ずつ貯蔵して貯蔵された１ライン分のデータを同時に出
力するためのラッチ、ラッチからのデジタルデータ値に対応してガンマ基準電圧の参照下
に正極性/負極性のガンマ電圧を選択するためのデジタル/アナログ変換器、正極性/負極
性ガンマ電圧によって変換されたアナログデータが供給されるデータライン１４を選択す
るためのマルチフレクサー及びマルチフレクサーとデータライン１４の間に接続された出
力バッファーなどをそれぞれ含む複数のデータドライブ集積回路で構成される。このデー
タ駆動部１２はタイミング制御部１１の制御の下にデジタルビデオデータＲＧＢをラッチ
して、このラッチされたデジタルビデオデータＲＧＢを正極性/負極性ガンマ補償電圧を
利用して正極性/負極性アナログデータ電圧に変換した後データライン１４に供給する。
【００２４】
　ゲート駆動部１３はシフトレジスタ、シフトレジスタの出力信号を液晶セルのＴＦＴ駆
動に適合なスイング幅に変換するためのレベルシフト、及び出力バッファーなどをそれぞ
れ含む複数のゲートドライブ集積回路で構成される。このゲート駆動部１３はタイミング
制御部１１の制御の下におおよそ１水平期間のパルス幅を有するゲートパルス(またはス
キャンパルス)を順次に出力してゲートライン１５に供給する。
【００２５】
　タイミング制御部１１は外部ビデオソースが実装されたシステムボードから入力される
デジタルビデオデータＲＧＢを液晶表示パネル１０の解像度に当たるように再整列してデ
ータ駆動部１２に供給する。そしてタイミング制御部１１はシステムボードからのタイミ
ング信号（Ｖｓｙｎｃ、Ｈｓｙｎｃ、ＤＥ、ＤＣＬＫ）を基礎にしてデータ駆動部１２の
動作タイミングを制御するためのデータ制御信号（ＤＤＣ）とゲート駆動部１３の動作タ
イミングを制御するためのゲート制御信号（ＧＤＣ）を発生する。タイミング制御部１１



(8) JP 5173993 B2 2013.4.3

10

20

30

40

50

は６０Ｈｚのフレーム周波数に入力される入力映像信号のフレームの間に補間フレームを
挿入してデータタイミング制御信号（ＤＤＣ）とゲートタイミング制御信号（ＧＤＣ）を
遞倍して６０×Ｎ（Ｎは２以上の陽の定数）Ｈｚのフレーム周波数でデータ駆動部１２と
ゲート駆動部１３の動作を制御することができる。
【００２６】
　バックライトユニットは導光板部２０、導光板部２０の側面に光を照射する複数の第１
及び第２光源２３，２４を備える。また、バックライトユニットは導光板部２０と液晶表
示パネル１０の間に積層された複数の光学シートを含む。液晶表示パネル１０に入射され
る面光源の輝度を図３のようなブロック大きさで分割してローカル・ディミングを具現す
るため、導光板部２０の構造と第１及び第２光源２３，２４の配置構造は多様な形態に変
更することができる。
【００２７】
　一例で、導光板部２０は図８及び図９のように水平方向に沿って並びに配置されて垂直
方向の導波チャンネルを定義する複数の第１導光板２０１ａ乃至２０１ｆを有する第１導
光板アレイと、第１導光板アレイの下に位置して、垂直方向に沿って並びに配置されて水
平方向の導波チャンネルを定義する複数の第２導光板２０２ａ乃至２０２ｄを有する第２
導光板アレイで構成することができる。この場合、第１光源２３は垂直方向の導波チャン
ネルに光を照射するために第１導光板２０１ａ乃至２０１ｆの一つの端側面それぞれに対
向するように配置することができるし、第２光源２４は水平方向の導波チャンネルに光を
照射するために第２導光板２０２ａ乃至２０２ｄの一つの端側面それぞれに対向するよう
に配置することができる。
【００２８】
　他の例で、導光板部２０は図１０Ａ乃至図１０Ｄのように垂直方向の陰刻パターンライ
ン３０１が形成されて垂直方向の導波チャンネルを定義する第１導光板２０１と、第１導
光板２０１の下に配置されて垂直方向の陰刻パターンライン３０１と交差される水平方向
の陰刻パターンライン３０２が形成されて水平方向の導波チャンネルを定義する第２導光
板２０２で構成することができる。この場合、第１光源２３は垂直方向の導波チャンネル
に光を照射するために第１導光板２０１の端面と対向するように配置することができるし
、第２光源２４は水平方向の導波チャンネルに光を照射するために第２導光板２０２の端
面又は両端面と対向するように配置することができる。
【００２９】
　また他の例で、導光板部２０は図１３Ａ及び図１３Ｂのように垂直方向の導波チャンネ
ルを区画するための垂直方向の陰刻パターンライン３０１と、水平方向の導波チャンネル
を区画するための水平方向の陰刻パターンライン３０２が交差されるように形成される単
一導光板２０で構成することができる。この場合、第１光源２３は垂直方向の導波チャン
ネルに光を照射するために導光板２０の一端面と対向するように配置することができるし
、第２光源２４は水平方向の導波チャンネルに光を照射するために導光板２０の他側面と
対向するように配置することができる。
【００３０】
　導光板部２０の構造と第１及び第２光源２３，２４の配置構造に対しては該当の図面を
結付して詳しく後述する。
【００３１】
　一方、図３に示されたブロックＢ１１～Ｂ４６はお互いに交差する垂直方向の導波チャ
ンネルと水平方向の導波チャンネルによってマトリックス形態に区画される輝度ブロック
として、液晶表示装置のモデル及び光源の数等によってブロックの数は可変されることが
できる。
【００３２】
　第１光源駆動部２１はディミング制御部１６の制御の下に第１光源２３に個別に供給さ
れる電流を異なりに調整する。この第１光源駆動部２１はディミング制御部１６からのロ
ーカル・ディミング信号ＬＤＩＭによって液晶表示パネル１０に表示される表示画像の明
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るい部分に対応するブロックＢ１１乃至Ｂ４６を担当する第１光源２３の供給電流を高く
調整する一方、 液晶表示パネル１０に表示される表示画像の暗い部分に対応されるブロ
ックＢ１１乃至Ｂ４６を担当する第１光源２３の供給電流を相対的に低く調整する。
【００３３】
　第２光源駆動部２２はディミング制御部１６の制御の下に第２光源２４に個別に供給さ
れる電流を異なりに調整する。この第２光源駆動部２２はディミング制御部１６からのロ
ーカル・ディミング信号ＬＤＩＭによって液晶表示パネル１０に表示される表示画像の明
るい部分に対応されるブロックＢ１１乃至Ｂ４６を担当する第２光源２４の供給電流を高
く調整する一方、液晶表示パネル１０に表示される表示画像の暗い部分に対応するブロッ
クＢ１１乃至Ｂ４６を担当する第２光源２４の供給電流を相対的に低く調整する。
【００３４】
　ディミング制御部１６はシステムボードから入力されるデジタルビデオデータＲＧＢを
分析して入力映像を図３に示されたブロックＢ１１乃至Ｂ４６とマッピングさせて多様な
映像分析技法を利用して入力映像の輝度をブロック大きさ単位に分析する。そして、ディ
ミング制御部１６はブロック大きさに分析された輝度値を参照して垂直及び水平方向の中
何れかの一方向の導波チャンネルに光を照射する光源２３または２４の第１ディミング値
を先決めした後、この第１ディミング値を基礎で垂直及び水平方向の中の残り一方向の導
波チャンネルに光を照射する光源２４または２３の第２ディミング値を後決めした後、タ
ーゲットブロックと周辺ブロック間輝度差を減らすために第１及び第２ディミング値を調
整する。そして、ディミング制御部１６は前記調整された第１及び第２ディミング値をロ
ーカル・ディミング信号ＬＤＩＭにして第１及び第２光源駆動部２１、２２を制御する。
ディミング制御部１６は入力されるタイミング信号（Ｖｓｙｎｃ、Ｈｓｙｎｃ、ＤＥ、Ｄ
ＣＬＫ）によってタイミング制御部１１に同期されることで、光源２３、２４の駆動タイ
ミングをデジタルビデオデータＲＧＢの表示タイミングに同期させる。ディミング制御部
１６は外部のシステムボードに実装されるとかタイミング制御部１１内に内蔵することが
できる。
【００３５】
　以下、図４乃至図７Ｂを参照してディミング制御部１６のディミング値決定及び調整過
程を詳しく説明する。
【００３６】
　図４に示されたのように、ディミング制御部１６はシステムボードから入力されるデジ
タルビデオデータＲＧＢを分析して入力映像を図３に示された　ブロックＢ１１乃至Ｂ４
６とマッピングさせて多様な映像分析技法を利用して入力映像の輝度をブロック大きさ単
位に分析して図５Ａのようなブロック別最終目標輝度値ＦＴＬを算出する（Ｓ１０、Ｓ２
０）。最終目標輝度値ＦＴＬはブロック当たりデジタルビデオデータＲＧＢの平均値を基
礎とするかまたはブロック当たりデジタルビデオデータＲＧＢの最大値を基礎として算出
されることができる。また、最終目標輝度値ＦＴＬはヒストグラム分析結果によるブロッ
ク当たりデジタルビデオデータＲＧＢの最頻値に基礎して算出されることもできる。図５
Ａの“Ａ”乃至“Ｘ”はブロックＢ１１乃至Ｂ４６それぞれの最終目標輝度値ＦＴＬを指
示する。
【００３７】
　ディミング制御部１６は水平で燐接した ブロックの間最終目標輝度値ＦＴＬを順次に
比べて図５Ｂのように水平ブロックライン別で第１最大輝度値ＭＬ１をそれぞれ導出した
後、この水平ブロックライン別で第１最大輝度値ＭＬ１それぞれを基礎で該当の水平方向
の導波チャンネルに光を照射する光源の第１ディミング値Ｄ１を決める（Ｓ３０、Ｓ４０
）。図５Ｂで、“Ｌ７”乃至”Ｌ１０”はそれぞれ第１乃至第４水平方向の導波チャンネ
ルに光を照射する光源の第１ディミング値Ｄ１を示す。このような第１ディミング値Ｄ１
を決めるため、ディミング制御部１６は図５Ｃのようなルックアップテーブルを利用する
ことができる。ルックアップテーブルは入力される第１最大輝度値ＭＬ１をアドレスにし
て該当の光源の輝度を制御するための第１ディミング値Ｄ１を出力するように使用者によ
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ってあらかじめ設定することができる。最終目標輝度値ＦＴＬは第１ディミング値Ｄ１に
よる輝度値(第１最大輝度値ＭＬ１と後述する第２ディミング値Ｄ２による輝度値(第２最
大輝度値ＭＬ２の合で決められるので、第１ディミング値Ｄ１は図５Ｃのように第１最大
輝度値ＭＬ１が一定レベル (例えば、“１５３”以下の場合それに対応される光源の輝度
が最低レベル（ｏｆｆ）を有するように設定することができる。これは後述する第２ディ
ミング値Ｄ２だけでも最終目標輝度を果たすことができるからである。第１ディミング値
Ｄ１による光源ディミングカーブは光源輝度特性によって可変されることができる。
【００３８】
　ディミング制御部１６は水平ブロックライン別で最終目標輝度値ＦＴＬで第１最大輝度
値ＭＬ１を減算して図５Ｄのようなブロック別中間目標輝度値ＭＴＬを算出する（Ｓ５０
）。図５Ｄの“Ａ‘”乃至“Ｘ’”はブロックＢ１１乃至Ｂ４６それぞれの中間目標輝度
値ＭＴＬを指示する。例えば、ブロックＢ１１の中間目標輝度値ＭＴＬ“Ａ‘”は最終目
標輝度値ＦＴＬ“Ａ”で第１ディミング値Ｄ１“Ｌ７”を減算した値で決定されて、ブロ
ックＢ４６の中間目標輝度値ＭＴＬ “Ｘ’”は最終目標輝度値ＦＴＬ“Ｘ”で第１ディ
ミング値Ｄ１ “Ｌ１０”を減算した値で決められる。この演算で、マイナス値の出るブ
ロックは既に最終目標輝度を満足した領域であることを意味することに比べて、プラス値
の出るブロックはまだ最終目標輝度を満足できなかった領域であるのを意味する。マイナ
ス値が出るブロックの中間目標輝度値ＭＴＬは“０”に置き換えることができる。
【００３９】
　ディミング制御部１６は垂直で燐接したブロックの間中間目標輝度値ＭＴＬを順次に比
べて図５Ｅのように垂直ブロックライン別で第２最大輝度値ＭＬ２をそれぞれ導出した後
、この垂直ブロックライン別第２最大輝度値ＭＬ２それぞれを基礎で該当の垂直方向の導
波チャンネルに光を照射する光源の第２ディミング値Ｄ２を決める（Ｓ６０、Ｓ７０）。
図５Ｅで、“Ｌ１”乃至“Ｌ６”はそれぞれ第１乃至第６垂直方向の導波チャンネルに光
を照射する光源の第２ディミング値Ｄ２を示す。このような第２ディミング値Ｄ２を決め
るため、ディミング制御部１６は図５Ｆのようなルックアップテーブルを利用することが
できる。このルックアップテーブルは入力される第２最大輝度値ＭＬ２をアドレスにして
該当の光源の輝度を制御するための第２ディミング値Ｄ２を出力するように使用者によっ
てあらかじめ設定することができる。最終目標輝度値ＦＴＬは上で既に決定された第１デ
ィミング値Ｄ１による輝度値(第１最大輝度値ＭＬ１)とこの第２ディミング値Ｄ２による
輝度値(第２最大輝度値ＭＬ２の合で決められるので、第２ディミング値Ｄ２は図５Ｆの
ように前記第１最大輝度値ＭＬ１より低いレベルの第２最大輝度値ＭＬ２に対応して該当
の光源の輝度を制御する。第２ディミング値Ｄ２による光源ディミングカーブは光源輝度
特性によって可変されることができる。
【００４０】
　一方、水平方向の導波チャンネルに光を照射する光源のディミング値を第１ディミング
値Ｄ１で先決めた後、垂直方向の導波チャンネルに光を照射する光源のディミング値を第
２ディミング値Ｄ２で後決めることだけが記載されているが、本発明の技術的思想はここ
に限定されないで、垂直方向の導波チャンネルに光を照射する光源のディミング値を第１
ディミング値Ｄ１で先決めた後、水平方向の導波チャンネルに光を照射する光源のディミ
ング値を第２ディミング値Ｄ２で後決めることにもそのまま適用されることができる。
【００４１】
　ディミング制御部１６は第１及び第２ディミング値Ｄ１、Ｄ２が決定されてからは、図
５Ｇのようにターゲットブロックと周辺ブロック間の輝度差を考慮して第１及び第２ディ
ミング値Ｄ１、Ｄ２を調整する（Ｓ８０）。第１及び第２ディミング値Ｄ１、Ｄ２を調整
する理由はターゲットブロックと周辺ブロック間の輝度差を減らすためのことである。一
例で、図６Ａのような表示画像具現の時、図６Ｂのようなブロック別輝度分布のための第
１及び第２ディミング値Ｄ１、Ｄ２を決めた後それに合わせて光源を分割駆動させれば、
所望しない輝線が表示画像で視認されるようになる。これは図７Ａに示されたようにター
ゲットブロックと周辺ブロック間の輝度差が大きくなれば、所望しない他の部分まで明暗
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が生じて実際画像具現の時液晶表示パネルに具現された映像と干渉現象を引き起こすから
である。しかし、図６Ｃ及び図７Ｂのように第１及び第２ディミング値Ｄ１、Ｄ２を調整
してターゲットブロックと周辺ブロック間の輝度差を減らせば、輝線が表示画像で視認さ
れることを防止することだけではなく、分割駆動による輝度低下も防止することができる
。図７Ｂを通じて明確に分かるように、第１及び第２ディミング値Ｄ１、Ｄ２を調整すれ
ば隣合うブロック間輝度分布は線形性を有するようになって自然な輝度変化を有するよう
になる第１及び第２ディミング値Ｄ１、Ｄ２を調整するため、ディミング制御部１６は図
５Ｈのようなルックアップテーブルを利用することができる。このルックアップテーブル
は基準値をリードアドレスにして第１及び第２ディミング値Ｄ１、Ｄ２を調整するための
隣り値を出力する。ここで、基準値はＳ４０及びＳ７０で決定された第１及び第２ディミ
ング値Ｄ１、Ｄ２であり、隣り値は第１及び第２ディミング値Ｄ１、Ｄ２によって駆動さ
れるブロックの周辺輝度値を指示する。周辺輝度値は基準値によって決められる輝度値と
の差が所定のしきい輝度値以下になるように設定される。所定のしきい輝度値は基準値を
変化させながらその基準値によって変化される輝度値を測定して、その輝度値と周辺ブロ
ックの周辺輝度値を測定する実験を通じて決められる値である。しきい輝度値は実験で主
観的評価方法すなわち、披実験者の肉眼評価方法で基準値によって変化されるブロックの
輝度値と周辺ブロックの周辺輝度値が確実に差がない位に決められることができる。例え
ば、図５Ｈで第１光源のディミング値が“２５５”の場合、この第１光源に隣合う第２光
源のディミング値がしきい輝度値すなわち、“２０４”以上になれば輝度差による表示画
像の歪曲は防止されることができる。前記しきい輝度値は表示パネルのモデル、解像度、
応用製品によって異なりに決められることができる。
【００４２】
　こんなに第１及び第２ディミング値Ｄ１、Ｄ２を調整してからは、バックライトユニッ
トを通じて照射される光量が全体的に増加するようになる。ところが、増加された光量は
該当の領域だけではなくその周辺まで影響を与えるから実際表示輝度は所望するレベル以
上に増加するようになる。これは消費電力の増加をもたらすので、剰余輝度上昇分だけ全
体的な表示輝度を低める必要がある。ディミング制御部１６は第１及び第２ディミング値
Ｄ１、Ｄ２の調整程度によっていくらだけの剰余輝度が発生されるのかに対する情報をあ
らかじめ貯蔵して、この貯蔵された情報を基礎に導出される剰余輝度上昇分だけ表示画像
の全体的な輝度を低めるように光源駆動部を制御することができる（Ｓ９０）。例えば、
垂直ブロックライン６個領域のディミング値が図５Ｉのように決定された場合、ディミン
グ値調整過程を経ったディミング値は図５Ｊのように上昇するようになる。ここで、もし
ディミング値調整によって増加された輝度が隣り領域にＭ（Ｍは自然数）％の輝度影響を
与える場合実際表示輝度は図５Ｋのように所望するレベルよりＭ％だけ超過するようにな
る。したがって、光源駆動部を制御して光源に供給される電流(または電圧)を減らしてＭ
％にあたる剰余位表示輝度を低めれば図５Ｊの所望する輝度レベルで分割駆動を具現する
ことができるようになる。このような剰余輝度上昇分除去過程を通じて本願発明はグロー
バル駆動の時の画像と同一な画像を具現しながらも消費電力をグローバル駆動対比おおよ
そ２５％節減することができる。
【００４３】
　以下では導光板部２０の構造及び/または第１及び第２光源２３，２４の配置構造に対
する多様な実施形態を説明する。
【００４４】
＜導光板部と光源に対する第１実施形態＞
　図８及び図９は第１実施形態に係る導光板部２０の構造及び第１及び第２光源２３，２
４の配置構造を示す。
【００４５】
　図８及び図９を参照すれば、導光板部２０は第１及び第２導光板アレイを含む。
【００４６】
　第１導光板アレイは垂直方向に分割された複数の第１導光板２０１ａ乃至２０１ｆを備
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える。第１導光板２０１ａ乃至２０１ｆは水平方向に沿って並びに配置されて第１導光板
アレイで垂直方向の導波チャンネルを形成する。
　第２導光板アレイは第１導光板アレイの下に配置される。
【００４７】
　第２導光板アレイは水平方向に分割された複数の第２導光板２０２ａ乃至２０２ｄを備
える。第２導光板２０２ａ乃至２０２ｄは垂直方向に沿って並びに配置されて第２導光板
アレイで水平方向の導波チャンネルを形成する。
【００４８】
　第１導光板２０１ａ乃至２０１ｆと第２導光板２０２ａ乃至２０２ｄＢ１１乃至 Ｂ４
６を形成する。液晶表示パネル１０に入射される面光をブロックＢ１乃至Ｂ４６に対応す
るように分割してローカル・ディミングを具現する。第１導光板２０１ａ乃至２０１ｆと
第２導光板２０２ａ乃至２０２ｄそれぞれの上面であるか下面、または上下面には微細陰
刻パターン(または陽刻パターン)が形成されることができる。微細陰刻/陽刻パターンは
導光板による導波チャンネル内で光の進行経路を光学シートと液晶表示パネル１０の方で
反射させる。微細陰刻/陽刻パターンは光源２３、２４から遠いほど稠密に配置されるこ
とで光源２３、２４から遠い位置での輝度低下を償って導波チャンネルそれぞれの面輝度
均一度を合わせることができる。第１導光板２０１ａ乃至２０１ｆと第２導光板２０２ａ
乃至２０２ｄそれぞれは透明な平板樹脂に製作されることができる。また、第１導光板２
０１ａ乃至２０１ｆそれぞれは透明な平板樹脂に製作されて第２導光板２０２ａ乃至２０
２ｄそれぞれはその下面が傾いたウェッジ（ｗｅｄｇｅ）板に製作することができる。
【００４９】
　第１及び第２光源２３，２４は発光ダイオード（Ｌｉｇｈｔ Ｅｍｉｔｔｉｎｇ Ｄｉｏ
ｄｅ、ＬＥＤ）のような点光源を含む。
【００５０】
　第１光源２３は図８のように第１導光板２０１ａ乃至２０１ｆの一端面のそれぞれに対
向するように並びに配置された第１－１光源２３Ａと、第１導光板２０１ａ乃至２０１ｆ
の他端面それぞれに対向するように並びに配置された第１－２光源２３Ｂを含むことがで
きる。一方、第１光源２３は図９のように第１導光板２０１ａ乃至２０１ｆの両端面の中
の何れか一つの端側面それぞれにだけ対向するように並びに配置されることもできる。第
１光源２３が並びに第１導光板２０１ａ乃至２０１ｆの何れか一つの端面に対向される場
合、第１導光板２０１ａ乃至２０１ｆそれぞれはその下部に第２導光板２０２ａ乃至２０
２ｄとの機具的安全性のために透明な平板樹脂で製作されることが望ましい。第１光源２
３それぞれの発光量は第１光源駆動部２１によって個別的に供給される電流によって独立
的に制御される。第１光源２３から発生された光は第１導光板２０１ａ乃至２０１ｆ内で
全反射されながら第１導光板２０１ａ乃至２０１ｆによって定義された導波チャンネルの
媒質を通って高い直進性で伝える。
【００５１】
　第２光源２４は図８のように第２導光板２０２ａ乃至２０２ｄの一端面それぞれに対向
するように並びに配置された第２－１光源２４Ａと、第２導光板２０２ａ乃至２０２ｄの
他端面それぞれに対向するように並びに配置された第２－２光源２４Ｂを含むことができ
る。一方、第２光源２４は図９のように第２導光板２０２ａ乃至２０２ｄの両端面の中の
何れか一つの端側面それぞれにだけ対向するように並びに配置することもできる。第２光
源２４が並びに第２導光板２０２ａ乃至２０２ｄの何れか一つの端面に対向する場合、第
２導光板２０２ａ乃至２０２ｄそれぞれは底面が傾いて光源から遠いほど薄くなるすなわ
ち、光源側の厚さＤ１に比べて光源反対側の厚さＤ２がさらに薄い透明なウェッジ（Ｗｅ
ｄｇｅ）板に製作されることができる。第２光源２４それぞれの発光量は第２光源駆動部
２２によって個別的に供給される電流によって独立的に制御される。第２光源２４から発
生された光は第２導光板２０２ａ乃至２０２ｄ内で全反射されながら第２導光板２０２ａ
乃至２０２ｄによって定義された導波チャンネルの媒質を通って高い直進性で伝える。
【００５２】
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＜導光板部と光源に対する第２実施形態＞
　図１０Ａ乃至図１２は第２実施形態に係る導光板部２０の一部を示す。
【００５３】
　図１０Ａ乃至図１０Ｄを参照すれば、導光板部２０は第１及び第２導光板２０１、２０
２を含む。
【００５４】
　第１及び第２導光板２０１、２０２それぞれは透明な樹脂を含む平板またはウェッジ板
（ｗｅｄｇｅ ｐｌａｔｅ）に製作することができる。第１導光板２０１は２導光板２０
２上に配置される。また、第１導光板２０１は透明な平板樹脂に製作されて第２導光板２
０２は下面が傾くウェッジ板に製作することができる。第１及び第２導光板２０１、２０
２それぞれには示されたのように陰刻パターンライン３０１、３０２が形成される。第１
導光板２０１に形成される第１陰刻パターンライン３０１は第２導光板２０２に形成され
る第２陰刻パターンライン３０２と直交される。第１陰刻パターンライン３０１は図１０
Ａ乃至図１０Ｄのように第１導光板２０１の上面と下面の中何れかの片面に形成されると
か第１導光板２０１の上面と下面それぞれに形成することができる。第２陰刻パターンラ
イン３０２は図１０Ａ乃至図１０Ｄのように第２導光板２０２の上面と下面の中何れかの
片面に形成されるか第２導光板２０２の上面と下面それぞれに形成されることができる。
図１０Ａ乃至図１０Ｄにおいて、ＵＬＥＤ２３１～ＵＬＥＤ２３３は第１光源２３から第
１導光板２０１に入射される光を示すことであり、ＬＬＥＤ２４１～ＬＬＥＤ２４３は第
２光源２４から第２導光板２０２に入射される光を示すことである。
【００５５】
　第１陰刻パターンライン３０１は第１導光板２０１の厚さより小さな深みの溝に形成さ
れて第１導光板２０１を複数の垂直方向導波チャンネルで区画する。第１陰刻パターンラ
イン３０１は第１導光板２０１を垂直方向に分割する。第２陰刻パターンライン３０２は
第２導光板２０２の厚さより小さな深みの溝に形成されて第２導光板２０２を複数の水平
方向導波チャンネルで区画する。第２陰刻パターンライン３０２は第２導光板２０２を水
平方向に分割する。図３のブロックＢ１１～Ｂ４６は前記第１及び第２陰刻パターン３０
１、３０２によって形成される液晶表示パネル１０に入射される面光の輝度を小さいブロ
ック大きさで分割してローカル・ディミングを具現する。
【００５６】
　第１及び第２光源２３，２４は発光ダイオード（Ｌｉｇｈｔ Ｅｍｉｔｔｉｎｇ Ｄｉｏ
ｄｅ、ＬＥＤ）のような点光源を含む。第１光源２３は第１導光板２０１の上側端面と下
側端面の中の少なくとも何れか一つの端面に対向されるように配置されるとか、第１導光
板２０１の左側端面と右側端面の中の少なくとも何れか一つの端面に対向されるように配
置される。この第１光源２３それぞれは第１光源駆動部２１によって個別で電流が供給さ
れて独立的に発光量が制御される。第１光源２３が第１導光板２０１の上側端面と下側端
面の中の少なくとも何れか一つの端面に対向される場合に、第２光源２４は第２導光板２
０２の左側端面と右側端面の中の少なくとも何れか一つの端面に対向されるように配置さ
れる。これと異なり、第１光源２３が第１導光板２０１の左側端面と右側端面の中の少な
くとも何れか一つの端面に対向される場合に、第２光源２４は第２導光板２０２の上側端
面と右側端面の中の少なくとも何れか一つの端面に対向されるように配置される。第２光
源２４が第２導光板２０２の何れか一つの端面に対向されたら、第２導光板２０２は底面
が傾いて光源から遠いほど薄くなる透明なウェッジ板に製作することができる。この第２
光源２４それぞれは第２光源駆動部２２によって個別で電流が供給されて独立的に発光量
が制御される。
【００５７】
　第１光源２３は第１光源駆動部２１から供給される電流によって発光して第１導光板２
０１の側面を通じて第１導光板２０１の媒質内に入射される光を発生する。第１光源２３
から発生された光は第１陰刻パターンライン３０１によって全反射されながら隣合う第１
陰刻パターンライン３０１によって定義された導波チャンネルの媒質を通って高い直進性
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で伝える。第２光源２４は第２光源駆動部２２から供給される電流によって発光して第２
導光板２０２の端面を通じて第２導光板２０２の媒質内に入射される光を発生する。第２
光源２４から発生された光は第２陰刻パターンライン３０２によって全反射されながら隣
合う第２陰刻パターンライン３０２によって定義された導波チャンネルの媒質を通って高
い直進性で伝える。陰刻パターンライン３０１、３０２はその断面が図１１Ａ乃至図１１
Ｃ のように四角形、三角形、円形、楕円形、またはその組合など多様な形態に具現され
ることができる。陰刻パターンライン３０１、３０２の深みＨ、幅Ｄ、間隔は図３のブロ
ックサイズ、液晶表示パネルの大きさ及び解像度によって調整可能である。
【００５８】
　第１及び第２導光板２０１、２０２それぞれには導波チャンネルを区画するための陰刻
パターンライン３０１、３０２以外に図１２のように微細陰刻/陽刻パターンが形成さす
ることができる。微細陰刻/陽刻パターン４０１は第１及び第２導光板２０１、２０２そ
れぞれの上面であるか下面、または上面及び下面に形成される。微細陰刻/陽刻パターン
４０１は導波チャンネル内で光の進行経路を光学シートと液晶表示パネル１０の方で反射
させる。また、微細陰刻/陽刻パターン４０１は光源２３、２４から遠いほど稠密に配置
されて光源２３、２４から遠い位置での輝度低下を償って導波チャンネルそれぞれの面輝
度均一度を高めることができる。例えば、光源２３、２４が導光板２０１、２０２の 一
端にだけ対向される場合に、微細陰刻/陽刻パターン４０１は導光板２０１、２０２の他
端に行くほどその密度が高くなるように導光板２０１、２０２の上面や下面に形成される
ことができる。光源２３、２４が導光板２０１、２０２の両端に対向される場合に、微細
陰刻/陽刻パターン４０１は導光板２０１、２０２の中央部部分に行くほどその密度が高
くなるように導光板２０１、２０２の上面や下面に形成することができる。陰刻パターン
ライン３０１、３０２の深みＨは微細陰刻/陽刻パネル４０１の深み(または高さ、ｈ)に
比べてさらに深い。例えば、ｈに対するＨの大きさはｈ　:　Ｈ ＝ １ : ２ ～ １ : １
０００程度である。
【００５９】
＜導光板部と光源に対する第３実施形態＞
　図１３Ａ及び図１３Ｂは第３実施形態に係る導光板部２０の一部を示す。
【００６０】
　図１３Ａ及び図１３Ｂを参照すれば、導光板部２０は単一導光板２０を含む。
【００６１】
　導光板２０は透明な樹脂を含む平板または下面が傾いたウェッジ板で製作されることが
できる。導光板２０の上面と下面中少なくとも何れの片面には垂直方向の陰刻パターンラ
イン３０１と、水平方向の陰刻パターンライン３０２が形成される。図１３Ａは導光板２
０の上面または下面に垂直及び水平方向の陰刻パターンライン３０１、３０２が形成され
た例であり、図１３Ｂは導光板２０の下面(または上面)に垂直方向の陰刻パターンライン
３０１が形成されてその導光板２０の上面(または下面)に水平方向の陰刻パターンライン
３０２が形成された例を示す。
【００６２】
　垂直方向の陰刻パターンライン３０１と水平方向の陰刻パターンライン３０２は光源２
３、２４から入射される光の直線性を高め、お互いに交差(または直交)して図３のように
導光板２０をマトリックス形態のブロックＢ１１～Ｂ４６で区画する。ブロックＢ１１～
Ｂ４６はお互いに交差する垂直方向の導波チャンネルと水平方向の導波チャンネルによっ
てマトリックス形態に区画される。垂直方向の陰刻パターンライン３０１は垂直方向の導
波チャンネルの境界で導光板２０の厚さより小さな深みの溝に形成されて導光板２０を複
数の垂直方向導波チャンネルに分離する。水平方向の陰刻パターンライン３０２は水平方
向の導波チャンネルの境界で導光板２０の厚さより小さな深みの溝に形成されて導光板２
０を複数の水平方向導波チャンネルに分離する。液晶表示パネル１０に入射される面光を
ブロックＢ１１乃至 Ｂ４６に対応するように分割してローカル・ディミングを具現する
。第３実施形態に係る陰刻パターンラインに対する構造的特徴と光学的機能は第２実施形
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ロックＢ１１～Ｂ４６を区画するための陰刻パターンライン３０１、３０２以外に微細陰
刻/陽刻パターンが形成することができる。微細陰刻/陽刻パターンに対する構造的特徴と
光学的機能は第２実施形態で説明した微細陰刻/陽刻パターンに対するそれと実質的に同
一である。
【００６３】
　図１３Ａ及び図１３Ｂにおいて、ＬＥＤ２３１～ＬＥＤ２３３は第１光源２３から発生
される光として第１方向の導波チャンネルの光入射面方に照射される。ＬＥＤ２４１～Ｌ
ＥＤ２４３は第２光源２４から発生される光として第２方向の導波チャンネルの光入射面
方に照射される。
【００６４】
　第１及び第２光源２３は発光ダイオード（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ
、ＬＥＤ）のような点光源を含む。第１光源２３は導光板２０の上側面及び/または下側
面に対向されるように配置されて導光板２０から分割された第１方向の導波チャンネルに
光を照射する。この第１光源２３それぞれは第１光源駆動部２１によって個別で電流が供
給されて独立的に発光量が制御される。この第２光源２４は導光板２０の左側面及び/ま
たは右側面に対向されるように配置されて導光板２０から分割された第２方向の導波チャ
ンネルに光を照射する。第２光源駆動部２２によって個別で電流が供給されて独立的に発
光量が制御される。第１光源２３は第１光源駆動部２１から供給される電流によって発光
して第１方向の導波チャンネルを形成する導光板媒質を通って伝える。第１光源２３から
発生された光は第１陰刻パターンライン３０１によって全反射されながら第１方向の導波
チャンネルに付いて高い直進性で伝える。第２光源２４は第２光源駆動部２２から供給さ
れる電流によって発光して第２方向の導波チャンネルを形成する導光板媒質を通って伝え
る。第２光源２４から発生された光は第２陰刻パターンライン３０２によって全反射され
ながら第２方向の導波チャンネルに付いて高い直進性で伝える。
【００６５】
　一方、本願発明のディミング値決定及び調整過程は、前述したようにｉ) エッジ型バッ
クライトユニットの導光板部を、お互いに直交するように積層されてそれぞれ複数の分割
導光板を有する２枚の導光板アレイで構成する場合、ii）エッジ型バックライトユニット
の導光板部を２枚の導光板で構成してその導光板に交互に直交する陰刻パターンラインを
形成する場合、iii）エッジ型バックライトユニットの導光板に交互に交差される陰刻パ
ターンラインを形成する場合だけではなく、図１４Ａ及び図１４Ｂのように従来エッジ型
バックライトユニットの導光板にもそのまま適用可能である。
【００６６】
　図１４Ａは導光板１２０の第１及び第２側面に光源（１２３、１２４）が配置された場
合を示して、図１４Ｂは導光板１２０の第１乃至第４側面に光源（１２３Ａ、１２３Ｂ、
１２４Ａ、１２４Ｂ）が配置された場合を示す。勿論、図１４Ａ及び図１４Ｂでは前記ｉ
）、ii)、及びiii)で提示した実施形態に比べて光源の直進性が低くてローカル・ディミ
ング効果がちょっと落ちるが、 光源の直進性をとても高めることだけできたら前記実施
形態に近接したローカル・ディミング効果及びローカル・ディミング具現の時発生される
表示画像歪曲と輝度減少に対する補償効果を得ることができる。
【００６７】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
発明はかかる例に限定されない。本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する
者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更例ま
たは修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本発明の技術的
範囲に属するものと了解される。
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纤薄，从而补偿显示图像中的失真当实现局部调光时，产生的亮度降低。解决方案：液晶显示装置包括：显示图像的液晶显示面板;
背光单元，包括导光板部分，多个第一光源和多个第二光源，其中面光源被分成矩阵形成的块;调光控制器，用于分析所述块大小的
输入图像，以确定用于在开始时独立控制所述第一光源的亮度的第一调光值，然后基于所述第二光源的亮度确定用于独立控制所述
第二光源的亮度的第二调光值。第一调光值，并调节第一和第二调光值，以便减小由第一和第二调光值引起的相邻块之间的亮度
差。
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